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分野 委員意見 対応状況 関係室課

・ライフステージ別の中でも更に
年代を分けて分析すると、課題
等が見えてくるのではないか。

計画
全体

・ライフステージ区分の設定については、
次期計画策定時の検討課題とします。

健康まちづくり室

・重点ターゲットである健康無関
心層に対して、どのようなアプ
ローチをしているか確認しては
どうか。

・各分野での今後考えられる取組
に対する評価指標を設定した方
がよいのではないか。

・毎年度実施している取組照会において、
項目を追加し、行政や地域団体がどのよ
うにアプローチしているのかを聞き取り
資料として配布しています。

健康まちづくり室

・「今後考えられる取組」は、健康すいた
21の評価指標の目標値を達成するための
取組です。評価指標の追加は行わず、
現在設定している評価指標の目標値を用
いて評価を行います。

健康まちづくり室

・分野横断的に情報を集約し、他
分野や多職種と連携して情報発
信してはどうか。

くらしに
とけこむ

・各取組が市民に伝わるよう、情
報発信の仕方を工夫してはどう
か。

・多くの人が利用するコンビニで
も情報発信ができればよいので
はないか。

・ホームページのカテゴリー構成の見直
しや本市の健康づくりの取組を全庁横
断的にまとめて発信するページの作成
を進めています。

健康まちづくり室

・市内スーパー等生活に身近な場での情
報発信に努めております。発信する場
については、今後も検討していきます。

健康まちづくり室

成人保健課



・大学のイントラネット等を活用した情報
発信や、授業の中で健康サポーター養成
講座を実施する等の取組を実施していま
す。

・二十歳を祝う式典でアスマイル（おおさ
か健活マイレージ）について周知してい
ます。
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くらしに
とけこむ

・高校生や大学生に向けた情報発
信やインセンティブによる行動
変容を促す仕組みがあるとよい
のではないか。

健康まちづくり室

成人保健課

母子保健課

・共食することで野菜の摂取量が
増えるという調査結果もある。
共食の考え方を広めるとよいの
ではないか。

分野 委員意見 対応状況 関係室課

・乳幼児健診や両親教室の場で共食の啓発
を実施しています。

・健康的な食事を選択できる環境づくりと
して、健康づくり応援団の店の普及に努
めます。

健康まちづくり室

母子保健課

・保護者にも実感してもらうため、
小学校の給食試食会でかるしお
アレンジメニューを提供しては
どうか。

・給食試食会での提供は困難ですが、別途
かるしおアレンジメニューを体験できる
講座の実施等を検討しています。
また、その内容をホームページで発信し
ます。

健康まちづくり室

保健給食室

食べる

・食行動に変化が生じる高校生を
対象とした取組が必要ではない
か。

健康まちづくり室

成人保健課

・高校生も利用する施設と連携し、アン
ケート等による実態把握や啓発を行いま
す。

・高校生を対象とした取組を広げるために、
地域団体が実施されている取組の周知に
ついて検討します。
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分野 委員意見 対応状況 関係室課

・若い女性のやせに関しては、理
想の体型等に対する意識へのア
プローチも大事ではないか。

・適正体重の維持等について、女性の健康
づくりやフレイル予防の中で啓発してい
ます。また、「やせ」に限らず食への興
味につながる情報を啓発しています。

・プレコンセプションケアの観点からも、
学童期からの健康教育が重要なため、今
後、取組を検討していきます。

健康まちづくり室

成人保健課

母子保健課食べる

・大学生と連携し、様々なスポー
ツを楽しく教えるような取組を
実施してはどうか。

・策定中の「吹田市スポーツ推進計画」の
取組として、大学との連携を記載してお
り、今後具体的な取組の内容を検討して
いきます。

文化スポーツ推進室

動く・
出かける

・一人で身近な場所でできる運動、
普段の生活で取り入れられるよ
うな運動、身体を動かすポイ
ント等を伝える取組を検討して
はどうか。

・ホームページでの動画配信や各事業で使
用するリーフレット等での啓発を行って
います。
今後もよりよい啓発方法を検討します。

文化スポーツ推進室

高齢福祉室

成人保健課

・アスマイルの登録イベント数の
増加や、市町村ポイントの導入
を検討してはどうか。

・市独自の特典を付与することは、現時点
で検討しておりませんが、ウォーキング
コースや登録イベントの充実に、引き続
き、取り組みます。

健康まちづくり室
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分野 委員意見 対応状況 関係室課

・若い世代の歯科健診受診率の向
上のため、インセンティブ等を
活用してはどうか。

・令和５年度から吹田市歯科健康診査の対
象年齢を15歳以上に拡充しています。

・PMTC（歯面清掃）の実施など、内容の充
実を図っております。

成人保健課

母子保健課

・歯の健康手帳等、健診のきっか
けを与えたり、習慣化できるよ
うな仕組みも検討してはどうか。

・誕生月と、その翌月の健（検）診受診を
推進しており、LINEやSNSを活用した発
信力強化について、検討を進めています。

成人保健課

歯と口腔
の健康

・健診結果を自身のスマホで確認
できるような環境が整えばよい
のではないか。

・乳幼児健診、学校健診等の結果だけでな
く、健診等の案内や予防接種の管理がで
きる機能を搭載したアプリ「すいろぐ」
を導入しています。

・健診結果だけでなく、毎日の簡単な健康
づくり活動を記録するアプリとしてアス
マイルの周知・啓発を行っています。

健康まちづくり室

・健診の受診率を向上のため、
ナッジ理論を活用した受診勧奨
を行ってはどうか。

・ナッジ理論を活用した個別受診勧奨、
検診ガイドブックの全戸配布を行ってい
ます。

・がん検診では、国立がん研究センター作
成の受診勧奨資材を使用した勧奨、国保
特定健診では、未受診者をグループ分け
し、グループごとに異なる通知を発送し
ています。

成人保健課

国民健康保険課

診て
もらう



参考：健康情報の発信について

情報発信の方法については、市報、ホームページ、チラシ、SNS等様々な媒体が考えられますが、
まずは、ホームページでの発信について整理します。

市民が知りたい情報にアクセ
スしにくい

健康に関する市の取組や情報
がまとまっていない

健康に関する市の取組につ
いてPRが足りていない

ホームページでの情報発信における課題

「健康」に関するページの再構築

現在公開しているホームページのカテゴリー、
掲載場所等の整理

• 情報にアクセスしやすいようにカテゴリーを
設定

• 健診や予防接種など、アクセス数が多いもの
や市民に身近な情報から順番に並び替え

健康づくりの取組をパッケージ化した発信

市独自の取組、魅力的な取組等について、
室課をまたいでまとめて記載したページを作成
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参考：健康づくりの取組をパッケージ化した発信

「健康づくり」＞「健康づくりの取組 」の下部に３つのページを新たに作成します。

データでみる
吹田市の健康

健康都市吹田の
健康づくり（仮）

くらしにとけこむ
健康づくり

健康に関するデータを掲載
したページ

 平均寿命
 健康寿命
 標準化死亡比
 健診受診率
 医療費
 医療施設数
 喫煙率

市独自の取組や先進的な取
組、新規拡充の取組等をま
とめて掲載したページ

 健康に関する新たな取組
 健（検）診の充実
 健都のまちづくり
 高齢者の介護予防等
 データヘルスの推進
 スモークフリーシティすいた

くらしにとけこむ健康づくりに
ついて記載したページ

 くらしにとけこむ健康づくりとは

 8つのライフスタイル
 健都レールサイド公園
 都市公園の魅力向上
 すいたん健康プロジェクト
 スマホを活用した情報発信
 健康づくり応援団の店
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